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研究成果の概要（和文）：台湾の研究者、実践者による幼小連携研究との共同研究を継続し、これまでの日本で
の幼小連携研究の成果との比較研究を行い、統合的分析による、論理的思考力・表現力のカリキュラムの整備を
図った。具体的には、論理的思考力の育成のためのカリキュラム案の精緻化を図った。これまでの日本での論理
的思考力の発達研究を基盤にしながら、台湾での調査、実験研究で得たデータを加えて、幼小の接続を重視した
論理的思考力育成のための研究の精緻化を図った。

研究成果の概要（英文）：To improve the curriculum plan to cultivate logical thinking and expression
through integrated analysis, we continued the joint research with the preschools and 
elementaryschools cooperation research by Taiwanese researchers and　practitioners, and conducted a 
comparative　research with the results of our preschools and elementary schools cooperation research
 in Japan.
Specifically, we aimed to refine the curriculum to foster logical thinking. Based on the　research 
on the development of logical thiking ability in Japan so far, we added the data　obtained from the 
survey and experimental research in Taiwan, and built the foundation for the　research to develop 
logical thinking ability with an emphasis on the conjunction of preschools　and elementary schools.

研究分野： 国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は以下である。〇実践科学として参与観察・実験調査・検証に基づく新規のカリキュラムを
提案する点、◯国際比較による保幼小の発達段階を加味した論理的コミュニケーション能力を中核に、論理的思
考力・表現力の教科ごとの独自性と教科間のつながりを明らかにしたカリキュラム案を提案する点、◯大学研究
者による教科間連携、国際比較、保・幼・小の連携、教育委員会との連携による新たな研究システムとして提案
する点、◯実践と理論の統合を図る点など、新しい実践科学的な教科教育学の研究を目指していることにおいて
学術的である

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景  
現在、社会構成主義を基盤とした学びのパラダイムの大転換が起こっている教育界にお

いて社会構成主義の理論を基盤にした授業改革は教育における必至の課題である。2017 年
度版学習指導要領の議論であるアクティブ・ラーニングの方法論による対話的な授業創り
もこうした方向性の上に立脚した議論がなされている。こうした学習が深い学びとなるた
めには論理的思考力・表現力の育成が欠かせない。本研究では、社会構成主義を基盤とした
カリキュラム開発と授業提案へ向けて、次の２点に着眼した研究を推進する。 第１点目に、
ヴィゴツキ－理論を背景とした他者との相互作用を重視した学びを通した論理的思考力・
表現力の育成を可能にするカリキュラム開発を継続し、具体的な授業開発を行う。第２点目
に、社会文化的アプローチ（ジェームス・V/ワーチ（1995）らの理論を基盤とする）から 
解明することを目的とする。現在、従来の学習・発達に関する生物学的成熟ないし制約に基
づいた個人に焦点化した捉え方の学習理論の限界が指摘されている。そこで、幼・小・中を
貫くコミュニケーションの形成過程と論理言語発達を促す要因を究明し、本研究で特別支
援学級での研究成果と台湾との連携研究の成果も加味する。本研究で明らかにすることは
以下の点である。⑴前科研で作成した幼・小・中に渡る論理的なコミュニケーション能力の
発達系統案の精緻化を図る。⑵保幼・小に渡る論理的思考力・表現力を参与観察・実験調査
を通して心理学や教育方法学の知見を取り入れながら、台湾の研究者・幼小現場との共同研
究・比較研究を取り入れ、国際的視野から明らかにする。⑶⑴⑵で明らかになった論理的な
コミュニケーション能力、論理的思考力・表現力を育成するためのカリキュラム案の精緻化
とアクティブ・ラーニングによる授業開発を行う。⑷⑴⑵⑶の成果をもとにした教科間 を
つなぐ論理的思考力・表現力を明示したカリキュラムの提案。 ⑸⑴⑵⑶⑷を基盤にした保
育園・幼稚園から中学３年生にかけての科学的なカリキュラム提案。  
２． 研究の目的  

現行学習指導要領が提示され、教育現場において、アクティブ・ラーニングという方法論
が注目された。アクティブ・ラーニングの学びが形式化されては社会に生きる力の育成は難
しい。ここには、思考力の育成が必要なのである。河野は平成 23 年度の科研から一貫して
論理的思考力の育成を教科間連携・幼小中連携によって追究してきた。その結果、教科間を
横断していく論理的思考力として根拠―理由付け―主張の三点を抽出し、その発達も明ら
かにしてきた。今回は特に幼小の連携を強化し、論理的思考力育成の発達をさらに明らかに
すると共にアクティブ・ラーニングによる主体的・対話的な深い学びを実現する授業改革の
視点を明確にした幼小・教科間連携による論理的思考力・表現力育成のカリキュラム案の整
備と授業提案を行う。特に、ＰＩＳＡ調査でも独自の成果をあげている台湾の幼小連携教育
との比較研究から新たな知見を見い出す。  
３． 研究の方法  

まず、1 点目に、社会構成主義を基盤とした「学び」観による保幼小連携に力点をおいた
論理的コミュニケーション能力育成のためのカリキュラム案の精緻化をすすめる。 2 点目



に、教科の独自性を盛り込んだアクティブ・ラーニングによる授業実現のための論理的思考
力・表現力育成のための教材開発、授業デザインを盛り込んだ論理的思考力・表現力育成の 
ための授業開発を行う。 ３点目に、２点目の成果の台湾と日本との比較研究の成果を加味
した統合的分析による論理的 思考力・表現力の育成のための教科横断的カリキュラムの開
発と提案を行う。 ４点目に、１～３の成果を拡充し、児童生徒の発達段階を加味し、保幼
小(中)を貫く論理的思考力・表現力育成のための総合的カリキュラムを開発し、提案する。  

４． 研究成果  
論理的思考力の育成について、幼稚園教育において、台湾の研究者との連携研究を行い論

理的思考力力の育成に成果をあげている東京都 H 幼稚園、及び台湾の A 幼稚園への参与観
察を経て、次のような点が明らかとなった。 双方の教員への聞き取りで明らかになったこ
とは、論理的思考力育成のために、幼児教育においては、コミュニケーション能力育成を他
者との関係性を築くことから始めていることである。特に、前回科研でも述べたが、他者と
自己をつなぐために理由を伝え、聞き合う関係性を重視している。さらに、身体を通して論
理的思考力の育成が身についていくような動作化などが有効に活用されていることは特筆
すべき点である。また、幼児に対面で行った論理的思考力の発達調査では、鳥と嘴の関係を
捉えるために、身体に刻まれた経験によって、幼児が動作化しながらその論理的関係を捉え
ようとしているところも重要な点であると考える。 

さらに、今回の科研の研究において、これまで本研究で中核理論として取り入れてきた
「根拠―理由づけー主張」の「３点セット」をもとに、鹿児島、熊本、京都、東京、山梨、
秋田県の小学校、中学校、高等学校（特別支援教育）の実践を取り上げ、「３点セット」の
発達研究、カリキュラム研究のまとめとしての著書を公刊（2023.9）において、研究の総ま
とめとする。ここでは、小学校１年生の説明的文章、文学的文章、２年生の文学的文章、３
年生の説明的文章、文学的文章、５年生の説明的文章、６年生の作文指導、中学校１年生の
古典の学習、３年生「話すこと・聞くこと」学習、高等学校の特別支援学級での文学的文章
の学びにおいて、「３点セット」を活用した実践を提示した。これらの実践で３点セットを
活用の実際、課題設定のありかた、他教科との関連、教材と教材の学びをつなぐ３点セット
の育成の在り方など、カリキュラムとして活用することも、また、本書に載せられている各
実践者が提示くださっているプロトコルからその発達のあり様を見ていただくこともでき
る。大切だったのは理由付けにそれぞれの児童・生徒の生活経験が引き出されていくことで
ある。生活経験がそれぞれの児童生徒の生活体験を引き起こし、そこ に共感が引き出され
て対話が生み出されていったのである。  

また、アクティブ・ラーニングによる授業の可能性として国語科が取り組んできた「批評
読みとその交流」について、小学校から中学校へ向けての授業の実績を積み重ねてきて、児
童生徒の 発達論のうえからカリキュラムの整備ができたことも成果として大きかった。 
その概略は以下の通りである。 低学年…既有知識や経験と本文とのズレから疑問をもとに
批評読みへと展開する。 中学年…論理展開についての批評読みへと展開する。 高学年・中



学校…メタ認知の条件的知識を応用した批評読みへと展開する。 
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